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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月7日(2016.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メッセージの管理を行う方法であって、
　プロセッサにより、取引所リンクを介して取引所に通信される取引メッセージの取引カ
ウントをゲートウェイにて追跡するステップ、
　プロセッサにより、取引カウントに基づいて第１の取引制限を定義するステップ、
　プロセッサにより、第１の取引制限の関数として第２の取引制限を算出するステップ、
ここで、第２の取引制限は、取引所リンクに関連付けられた予備キャパシティに対応する
ものである、
　プロセッサにより、取引所へ通信する複数の取引メッセージのそれぞれにメッセージ優
先度を割り当てるステップ、
　取引カウントが第２の取引制限よりも多い場合に、プロセッサにより、複数の取引メッ
セージのうち、第１のメッセージ優先度を有する取引メッセージを取引所に通信するステ
ップ、
　プロセッサにより、複数の取引メッセージのうち、第２のメッセージ優先度を有する取
引メッセージを拒絶するステップ、
　を含む、方法。
【請求項２】
　取引カウントを追跡するステップは、プロセッサにより、取引所リンクを介してゲート
ウェイから取引メッセージが通信されたときに取引カウントをインクリメントするステッ
プを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１の取引制限を定義するステップは、
　　プロセッサにより、ゲートウェイにて受信された複数の応答メッセージのそれぞれに
関連するメッセージレイテンシーを算出するステップ、
　　プロセッサにより、メッセージレイテンシーの増加を識別するステップ、
　　メッセージレイテンシーの増加に応じて、プロセッサにより、取引カウントに基づい
て第１の取引制限を推定するステップ、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　第２の取引制限は、１日の時間に基づいて変化する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　第２の取引制限は、取引カウントに基づいて変化する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　メッセージ優先度は、注文ポリシーに関連して割り当てられる、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　メッセージの管理を行う方法であって、
　プロセッサにより、ゲートウェイを介して複数の取引メッセージを取引所に通信するス
テップ、
　プロセッサにより、取引所リンクを介して通信される取引メッセージの取引カウントを
追跡するステップ、
　プロセッサにより、複数の取引メッセージに応答してゲートウェイにて受信される複数
の応答メッセージのそれぞれに関連するメッセージレイテンシーを算出するステップ、
　プロセッサにより、取引カウントとメッセージレイテンシーとに基づいて取引制限を定
義するステップ、
　を含む、方法。
【請求項８】
　取引制限を定義するステップは、
　　プロセッサにより、メッセージレイテンシーの増加を識別するステップ、
　　メッセージレイテンシーの増加に応じて、プロセッサにより、取引カウントに基づい
て第１の取引制限を推定するステップ、
　を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　プロセッサにより、取引制限の関数として第２の取引制限を算出するステップ、ここで
、第２の取引制限は、取引所リンクに関連付けられた予備キャパシティに対応するもので
ある、
　をさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　第２の取引制限は、１日の時間に基づいて変化する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　第２の取引制限は、取引カウントに基づいて変化する、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　プロセッサにより、取引所リンクを介して通信される複数の取引メッセージのそれぞれ
にメッセージ優先度を割り当てるステップ、
　プロセッサにより、取引所リンクを介して第１のメッセージ優先度を有する取引メッセ
ージを通信するステップ、
　プロセッサにより、取引カウントが第２のスロットル制限のパーセントであるときに、
第２のメッセージ優先度を有する取引メッセージを拒絶するステップ、
　をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　メッセージ優先度は、複数の取引メッセージのそれぞれのメッセージタイプに基づく、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　メッセージ優先度は、複数の取引メッセージのそれぞれに関連するトレーダに基づく、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　メッセージ優先度は、複数の取引メッセージのそれぞれに関連するリスクポジションに
基づく、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
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　メッセージ優先度は、複数の取引メッセージのそれぞれに関連する実行可能性に基づく
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　メッセージ優先度は、取引カウントに基づく、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　取引制限は、取引所リンクを介して拒絶メッセージが通信される時間に関連付けられる
、請求項７に記載の方法。
【請求項１９】
　メッセージの管理を行う方法であって、
　プロセッサにより、ゲートウェイを介して複数の取引メッセージを取引所に通信するス
テップ、
　プロセッサにより、取引所リンクを介して通信される取引メッセージの取引カウントを
追跡するステップ、
　取引所リンクを介して拒絶メッセージを受信することに応じて、プロセッサにより、取
引カウントに基づいて取引制限を定義するステップ、
　を含む、方法。
【請求項２０】
　プロセッサにより、取引所に通信される複数の取引メッセージのそれぞれのメッセージ
タイプを特定するステップ、
　プロセッサにより、第１のメッセージタイプの取引メッセージを、取引所リンクを介し
て通信するステップ、
　取引カウントが取引制限の一部であるときに、プロセッサにより、第２のメッセージタ
イプの取引メッセージを拒絶するステップ、
　を含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　メッセージの管理を行う方法であって、
　プロセッサにより、取引所リンクの取引制限を定義するステップ、
　プロセッサにより、取引制限に基づいて第２の取引制限を算出するステップ、ここで、
第２の取引制限は、取引制限のパーセンテージに対応するものである、
　プロセッサにより、第２の取引制限および注文ポリシーに基づいて、取引所リンクを介
して取引所に複数の取引メッセージを通信するステップ、
　を含む、方法。
【請求項２２】
　プロセッサにより、取引所に通信される取引メッセージの取引カウントを追跡するステ
ップ、
　プロセッサにより、取引カウントに基づいて取引制限のパーセンテージを変化させるス
テップ、
　をさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　注文ポリシーは、
　プロセッサにより、取引所に通信される複数の取引メッセージのそれぞれにメッセージ
優先度を割り当てるステップ、
　取引カウントが第２の取引制限よりも多い場合に、プロセッサにより、第１のメッセー
ジ優先度を有する取引メッセージを取引所に通信し、第２のメッセージ優先度を有する取
引メッセージを遅延させるステップ、
　をさらに含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　メッセージ優先度は、複数の取引メッセージのそれぞれに関連する取引に基づく、請求
項２３に記載の方法。
【請求項２５】
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　メッセージ優先度は、複数の取引メッセージのそれぞれに関連するリスクポジションに
基づく、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　メッセージの管理を行う方法であって、
　プロセッサにより、取引所リンクを介してゲートウェイから受信した取引メッセージの
取引カウントを取引所にて追跡するステップ、
　プロセッサにより、取引カウントを取引制限の一部と比較することで、インジケーショ
ンを作成するステップ、
　プロセッサにより、インジケーションに基づいて、ゲートウェイに警告メッセージを通
信するステップ、
　を含む、方法。
【請求項２７】
　プロセッサにより、警告メッセージへの応答に基づき、ゲートウェイから受信される取
引メッセージの一部の通信を第２の取引所リンクへ切り替えるステップ、
　をさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　警告メッセージへの応答は、取引メッセージの少なくとも一部に関連するトレーダを含
む、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　プロセッサにより、警告メッセージへの応答に基づき、取引制限を調整するステップ、
　をさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
　メッセージの管理を行う方法であって、
　プロセッサにより、ゲートウェイにて、複数の取引メッセージのそれぞれにメッセージ
優先度を割り当てるステップ、ここで、ゲートウェイは、複数の取引メッセージのそれぞ
れを取引所に通信するものである、
　取引所に通信される取引メッセージの数に対応する取引カウントが取引制限の一部であ
る場合に、
　プロセッサにより、複数の取引メッセージのうち、第１のメッセージ優先度を有する取
引メッセージを取引所に通信するステップ、
　プロセッサにより、複数の取引メッセージのうち、第２のメッセージ優先度を有する取
引メッセージを拒絶するステップ、
　を含む、方法。
【請求項３１】
　請求項１から３０のいずれか１つに記載の方法をプロセッサに実行させる命令を保存し
た、コンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項３２】
　請求項１から３０のいずれか１つに記載の方法をプロセッサに実行させるためのコンピ
ュータプログラム。
【請求項３３】
　図１に示す方法。


	header
	written-amendment

